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学位論文内容の要旨
水田畦畔の被覆作物(緑化植物のうち、茎葉が密生して繁茂することで地面を被覆する草種)としてわが
国で2000年頃から普及しているセンチピードグラス (Eremochloaophiuroides (Munro) Hack.)およびヒメイワ
































(Munro) Hack.)およびヒメイワダレソウ (Phylacanescens (Kunth) E. Greene)は，外来植物であるため，
生態系への影響が懸念されている。本論文は，そのような状況の下，両種の逸出による生態系への影響
予測および生態系への影響に配慮した栽培技術確立への提言を行う目的で検討したものである。
まず"滋賀県の畦畔を事例として，両種を植栽した畦畔での雑草発生状況調査および植栽畦畔からの
両種の逸出状況調査を実施した。その結果，年間 1-4回の刈取りと両種の植栽とにより畦畔の雑草発生
がある程度抑制されること，および両種は植栽畦畔から数m以内の距離の土地に軽度だが逸出する場合
があることを把握した。
次に，種子繁殖および栄養繁殖による両種の植栽畦畔からの潜在的逸出リスクを予測した。センチピ
ードグラスについては，夏から秋に出穂し，推定 8147粒1m2以上の種子を結実し落下した種子は冬に
休眠覚醒して翌年初夏には発芽可能となるが，多くは秋にコオロギ類により捕食されることを示した。
ヒメイワダレソウについては，わが国で市販される系統に結実可能な系統が存在することを明らかにし
た。両種の栄養繁殖については.7日間の耐冠水性を有することに加え.センチピードグラスは 2日間
の耐乾性も有することを把握した。
一方，両種のアレロパシーに関する生物検定を実施した結果.両種の葉および根からの浸出物が他草
種の幼根伸長を限害することを明らかにし両種の雑草発生抑制作用の一部がアレロパシーに起因する
可能性を示唆した。
以上から，両種が有する雑草性を評価し，両種がわが国の生態系に及ぼす影響を予測した。その結果，
両種ともある程度の雑草性を有し，ヒメイワダレソウの方が雑草性は強いと考えられた。ただし逸出
は軽度であったこと，両種の逸出しやすい環境条件の土地が畦畔周辺には少ないことなどから，両種の
利用を直ちに制限する必要はないと考えられた。ただ， ヒメイワダレソウについては，雑草性が強く，
さらに近縁種への遺伝子汚染の可能性が否定できないことから.今後もモニタリングによる生態系への
影響把握を継続すべきと考えられた。さらに，両種が逸出しやすいのは，植栽畦畔に近く，地表によく
光が当たり，耕起の行われない土地と考えられた。このような土地への伺旬茎断片の飛散や雨による散
布に注意することなどにより，生態系への影響を極力抑制すべきであると提言した。
以上の結果は.外来緑化植物を利用する場合の生態系への影響予測および管理への一つの指針を示し
たものとして高〈評価できる。よって 博士(環境学)の学位を授与するに十分値するものと判定され
た。
